
2011年に発生した東北地方太平洋沖地震と大津波は三陸地方に非常に大きな被害をもた
らしたが、復興への力強い歩みが続いている。わが国の農林水産業には震災前でも種々
の課題が山積していたが、三陸地方も例外ではなかった。しかしながら、地方の活性化に
果たす農林水産業の役割は依然として大きく、この役割をどのように発展させるかがわが
国全体の将来を左右するといっても過言ではない。復興途中ではあるものの、大津波の被
害が最も大きかった地域の一つである大船渡市にて、周辺地域も含めた震災後の取組み
の実態を学び、わが国の農林水産業の再生と将来の発展に生かすことは重要であるとし
て企画した。	


市民公開シンポジウム	
  
「三陸から農林水産業の未来を考える〜大震災の経験を糧に」	


主　催：日本学術会議農学委員会・食料科学委員会	

共　催：日本農学アカデミー、北里大学海洋生命科学部、大船渡市	

	
  
13：00　開会の挨拶-­‐1	
  
　　　　　 	
  大政　謙次　（日本学術会議第二部副部長、東京大学大学院農学生命科学研究科教授）	

13：10　開会の挨拶-­‐2	
  
　　　　　 	
  戸田　公明　（大船渡市長）	

13：20　日本の農業・農村の課題	

　　　　　 	
  小田切　徳美　（日本学術会議第二部会員、明治大学農学部教授）	

13：50　精密農業からみた農業の将来	

　　　　　 	
  澁澤　栄　（日本学術会議第二部会員、東京農工大学大学院農学研究院教授）	

14：20　津波に耐える土	

　　　　　 	
  南條　正巳　（日本学術会議第二部会員、東北大学大学院農学研究科教授）	

14：50　これからの林業・林産業	

　　　　　 	
  川井　秀一　（日本学術会議第二部会員、京都大学大学院総合生存学館(思修館)学館長）	

15：20－15：30　（　休憩　）	

	

15：30　三陸沿岸海域の環境保全と水産業の未来	

　　　　　 	
  緒方　武比古　（北里大学副学長）	

16：00　畜産学が拓く畜産業の未来	

　　　　　 	
  佐藤　英明　（日本学術会議第二部会員、独立行政法人家畜改良センター理事長）	

16：30　食品産業の未来	

　　　　　 	
  清水　誠　（日本学術会議第二部会員、東京農業大学応用生物科学部教授）	

17：00　総合討論（質疑）	


	
  （司会）渡部　終五　（日本学術会議第二部会員、北里大学海洋生命科学部教授）	

17：30　閉会の挨拶	

　　　　　 	
  菅野　信弘（北里大学海洋生命科学部長）	

17：40　閉会	


平成２７年８月８日（土）１３：００～１７：４０	
 
於:	
 大船渡市民文化会館　(入場無料/事前登録なし)	
 

  問合先	


北里大学海洋生命科学部総務課	

　Tel 042-778-7905, Fax 042-778-5010, Mail infosoumu@kitasato-u.ac.jp	

大船渡市企画調政策部企画調整課　	

　Tel 0192-27-3111, Fax 0192-26-4477	



